
 

        

第
百
九
十
八
回
国
会
に
お
け
る
茂
木
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
）
の
経
済
演
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平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
八
日



 

 
一
．
は
じ
め
に 

経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
と
し
て
、
我
が
国
経
済
の
現
状
と
課
題
、
政
策
運
営
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
所
信
を
申
し

述
べ
ま
す
。 

 

二
． 

経
済
財
政
運
営
の
基
本
的
考
え
方 

日
本
経
済
は
、
六
年
に
亘
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
推
進
に
よ
り
、
大
き
く
改
善
し
て
い
ま
す
。
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
五
百
五
十
兆
円

と
過
去
最
大
、
企
業
収
益
も
過
去
最
高
の
八
十
三
兆
円
を
記
録
し
ま
し
た
。
雇
用
環
境
も
大
幅
に
改
善
し
、
有
効
求
人
倍
率
は

四
十
四
年
ぶ
り
の
高
水
準
、
失
業
率
は
二
十
五
年
ぶ
り
の
低
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
開
始
と
と
も
に
始
ま
っ

た
今
回
の
景
気
回
復
は
、
昨
年
十
二
月
で
七
年
目
に
入
り
、
戦
後
最
長
期
間
に
並
ん
だ
と
み
ら
れ
ま
す
。 

本
日
閣
議
決
定
し
た
政
府
経
済
見
通
し
で
は
、
来
年
度
の
日
本
経
済
に
つ
い
て
も
、
十
月
に
予
定
さ
れ
る
消
費
税
率
の
引

上
げ
に
対
し
て
万
全
の
対
応
を
図
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
経
済
成
長
率
は
実
質
で
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
、
名
目
で
二
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
、
内
需
を
中
心
と
し
た
堅
調
な
景
気
回
復
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

た
だ
し
、
通
商
問
題
が
世
界
経
済
に
与
え
る
影
響
や
、
海
外
経
済
の
不
確
実
性
、
金
融
資
本
市
場
の
変
動
の
影
響
等
の
リ
ス

一 



 

 

ク
要
因
に
は
十
分
注
意
し
な
が
ら
、
経
済
運
営
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 三
．
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
と
成
長
戦
略
の
新
展
開 

そ
の
上
で
、
経
済
成
長
を
さ
ら
に
持
続
さ
せ
、
加
速
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
日
本
経
済
が
直
面
す
る
大
き
な
壁
、
少
子
高

齢
化
の
進
展
、
経
済
成
長
と
財
政
健
全
化
の
両
立
、
そ
し
て
、
保
護
主
義
と
通
商
問
題
、
こ
れ
ら
三
つ
の
課
題
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

一
つ
目
の
壁
は
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
で
す
。
教
育
無
償
化
や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
充
実
で
質
の
高
い
人
材
を
育
成

す
る
と
と
も
に
、
健
康
長
寿
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
生
百
年
時
代
に
対
応
し
、
こ
れ
ま
で
の
雇
用
制
度
や

社
会
保
障
制
度
全
体
を
見
直
し
、
誰
も
が
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
安
心
し
、
活
躍
で
き
る
「
全
世
代
型
社
会
保
障
」
へ
と
改
革

し
て
い
き
ま
す
。 

ま
ず
、
本
年
夏
ま
で
に
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
何
歳
に
な
っ
て
も
働
き
続
け
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
、
六
十
五
歳

以
上
へ
の
継
続
雇
用
年
齢
の
引
上
げ
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
新
卒
一
括
採
用
の
見
直
し
や
中
途
採
用
・
経
験
者

採
用
の
拡
大
を
図
り
、
誰
も
が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
改
革
は
、
人
材
の
質
を
高
め
、「
人
生
の
再
設
計
」
を
可
能
と
す
る
た
め
の
改
革
で
あ
り
、
そ
の
実
現
は
「
全
世

二 



 

 

代
型
社
会
保
障
制
度
」
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
基
盤
を
整
備
し
た
上
で
、
本
年
夏
頃
か
ら
、
給
付
と
負
担
の
見
直
し

も
含
め
た
社
会
保
障
制
度
全
体
の
改
革
を
本
格
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
日
本
経
済
の
課
題
で
あ
る
潜
在
成
長
率
の
向
上
に
向
け
、
成
長
戦
略
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
、
世
界
で
は
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
、
第
四
次
産
業
革
命
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
度
な
経
済
、

よ
り
便
利
で
豊
か
な
生
活
、
い
わ
ゆ
る
「S

o
c
i
e
t
y
 
5
.
0

」
が
実
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

人
手
不
足
感
が
高
ま
る
我
が
国
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
労
働
生
産
性
向
上
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
例
え
ば
、
車
の
無
人
自
動

走
行
と
い
っ
た
「
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
基
づ
く
最
適
な
予
防
・
ケ
ア
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
次

世
代
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
シ
ス
テ
ム
」
、
さ
ら
に
、
金
融
分
野
で
の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
、「S

o
c
i
e
t
y
 5
.
0

」

の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
一
気
に
進
め
ま
す
。 

 

四
．
財
政
再
建
と
消
費
税
率
の
引
上
げ 

 

二
つ
目
の
壁
は
、
経
済
成
長
と
財
政
健
全
化
の
両
立
で
す
。
政
府
と
し
て
、「
経
済
再
生
な
く
し
て
財
政
健
全
化
な
し
」
と

の
基
本
方
針
の
下
、
経
済
・
財
政
一
体
改
革
に
着
実
に
取
り
組
み
、
二
〇
二
五
年
度
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
、
債

務
残
高
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
安
定
的
な
引
下
げ
を
目
指
し
ま
す
。 

三 



 

 

 

本
年
十
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
の
引
上
げ
は
、
財
政
健
全
化
だ
け
で
な
く
、
幼
児
教
育
・
高
等
教
育
の
無
償
化
な

ど
「
人
づ
く
り
革
命
」
の
実
現
、
社
会
保
障
の
充
実
・
安
定
化
に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。 

た
だ
し
、
引
上
げ
前
後
に
駆
け
込
み
需
要
、
反
動
減
と
い
っ
た
大
き
な
需
要
変
動
が
生
じ
る
と
、
景
気
の
回
復
力
が
弱
ま

り
、
結
果
的
に
経
済
、
そ
し
て
財
政
に
も
悪
影
響
が
及
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
前
回
の
引
上
げ
時
の
経
験
を
活
か
し
、
あ
ら
ゆ
る

施
策
を
総
動
員
し
て
万
全
の
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

今
回
、
消
費
税
率
引
上
げ
の
実
質
的
な
負
担
は
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
や
軽
減
税
率
の
導
入
な
ど
、
既
に
決
め
ら
れ
て
い
る

負
担
軽
減
措
置
に
よ
り
、
二
兆
円
程
度
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
新
た
に
低
所
得
者
や
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
対

す
る
支
援
策
、
自
動
車
・
住
宅
と
い
っ
た
耐
久
消
費
財
の
需
要
平
準
化
措
置
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
を
通
じ
た
マ
ク
ロ

の
需
要
下
支
え
策
な
ど
、
合
計
二
・
三
兆
円
程
度
の
予
算
・
税
制
措
置
、
消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響
を
乗
り
越

え
る
十
二
分
の
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 五
．
保
護
主
義
と
通
商
問
題 

三
つ
目
の
壁
は
、
保
護
主
義
と
通
商
問
題
で
す
。
今
、
世
界
で
保
護
主
義
の
動
き
が
広
が
る
中
、
我
が
国
が
主
導
し
て
自
由

貿
易
シ
ス
テ
ム
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

四 



 

 

昨
年
十
二
月
三
十
日
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
が
発
効
し
ま
し
た
。
一
昨
年
一
月
の
米
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
以
降
、
ま
さ
に
我
が
国
が

主
導
し
て
交
渉
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
今
、
結
実
し
た
わ
け
で
す
。
ま
た
、
本
年
二
月
一
日
に
は
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ

も
発
効
し
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
と
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
経
済
効
果
を
合
算
す
る
と
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
押
上
げ
効
果
十
三
兆
円
、
七
十
五

万
人
の
雇
用
増
と
大
き
な
効
果
が
見
込
ま
れ
、
日
本
経
済
の
新
た
な
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

そ
し
て
、
保
護
主
義
や
海
外
経
済
の
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
我
が
国
に
は
、
自
由
貿
易
の
旗
手
と
し
て
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
二
十
一
世
紀
型
の
自
由
で
公
正
な
共
通
ル
ー
ル
を
世
界
に
拡
げ
て
い
く
動
き
を
主
導
し
て

い
く
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

米
国
と
も
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
ま
す
。
昨
年
九
月
の
日
米
首
脳
会
談
で
「
日
米
物
品
貿
易
協
定
」
の
交

渉
を
開
始
す
る
こ
と
に
合
意
し
ま
し
た
。
そ
の
日
米
共
同
声
明
に
は
、
農
林
水
産
品
に
つ
い
て
過
去
の
経
済
連
携
協
定
で
約

束
し
た
市
場
ア
ク
セ
ス
の
譲
許
内
容
が
最
大
限
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
日
本
の
立
場
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
共
同
声
明

に
基
づ
き
、
我
が
国
の
国
益
に
沿
っ
て
、
今
後
の
日
米
交
渉
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 六
． 

む
す
び 

以
上
、
日
本
経
済
が
乗
り
越
え
る
べ
き
三
つ
の
壁
は
、
日
本
が
直
面
す
る
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
や
が
て
先
進
国
や
世
界

五 



 

 

各
国
が
直
面
し
て
い
く
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
が
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
、「
課
題
先
進
国
」
と
し
て
、
世
界
に
向
け
て
解

決
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
く
。
こ
の
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
国
民
の
皆
様
、
議
員
各
位
の
御
理
解
と
御
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

六 


